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ニセダイコンアブラムシ Lipaphiserysimi
Kaltenbachの有性虫出現に及ぼす
日長と温度の影響
河 田 オロ 雄
二セダイコン7プラムシ LipaphiserysimiKaltenbachは 7ジ7,南北7メリれ ヨ
ーロッパ,77リカ,オース トラリ7の各大陸に広 く分布する7ブラナ科作物の盛典rX虫
である.また,カブモザイクウイルス,カリフラワーモザイクウイルスなど数種ウイルス
を媒介する7ブラムツとしてもよく知られている,
本掛 こは,周年串性生殖によって増殖を練 り適す不完全生活環と,晩秋に鮭卯雌虫と却
虫が出現し,有性生掛 こよって受精卵を産み,卵態で越冬す7J完全生活環指ミある.ところ
が,完全生活御こ関する租雷は数例 (Mtiler1955,VermaandMathur1966,Basuelal.
1970)あるだけで,なお不明aj点が多い.日本帽内では,維dlJ)発見がお くれ,こ)-tまで
完全/L清 堀の存在が不明であったが,1976年10月14n, I:.L,板県†馴 支那西郷町のタイコン畑
で無軸 椎虫がみつか り,村井 ･(ufLL](1977)によって,I,'L:乍′[=_Flrl鞘の存在が明らかにされ
た.
完全リ二活堺における有性虫の出現については日長,温度, #`コ=_軌物の栄養条件などが要
J)_Jとしてとりあげられ,多くのアブラムシで研究されてきたが,本範については未昭次で
ある.筆者は日下数種アプラムシの生活)榊こ関する研究をLJ7施申であるが,今川 ユニセタ
イコソアブラムシの有性虫出卿 二及I'.t'すEl長とfLliI錠の彫珊 こついて調査した結果を附 十い
る.
材料のL'11とほか数/<の1JLJd三な肋言をいナ二だいたI'!,脚I,もは某.it斡槻u)ltり｢保柑師rゴよび字号bt,L-jて険にh'/,
-)〕さ′Itた柚ylま1日'･甘1上 北帖iJ;-f杜f/FT抑J.-ilに,ALt.M JtJj怨むJiする,
実験材料および方法
隠岐系統と呼ぶ)と1976年 11月1日倉肘 に･い,)i2TRI･Y･JLl卜大学BLi業生物研究所FlJl%rlのダ
イコン畑で採要した系統 (以後介政系統とlT,∫)を限度 15oC,16時間照明条件 1:てタイ
コンの芽出し乱を飼料として,数世代以上飼育を拭けたものである.
実験条件は恒温恒温掛 二よって温度 15oC,2OLC.25oC,Ekl係湿度 75%,8-16時間の
一連の光周灸件を設定し, ガラス管瓶 (10×2･4cm)に ダイコン芽出し伯を教本 いれて
飼料とし, 倶試虫を小筆で丁寧に飢料につけ,ガ-IlItでふたをした 飼育容器を設rlylt_した
(Fig.1).
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Flg.1.ApparatusforrearingaPh)ds
A,Gauze, B,Aptlid;
C,RadishseedlHlI.
D.CIasslubc,
E,Vernl】Culilc
な･rJ,飼料のダイコン牙LJl.Lil山王4-5Flお
きに新.Qfなものと交換した.
まず,払渡15oC,16時間照明条(`lFで 累代
釦育 して得 られ た新 しい成虫を払度15oC,
20oC,25oCの3ihJL度で8-16【卯月の一連の光
川m-lrに,rJ-き.24時間別育し,その後こかl~-'
の成山を1L丈り除き,このrJ'日に座せ1Lた子虫-[･,引
続きrljト 射 ′卜で4鰍 こ:.上するまで糾育 し,以後
仰休飼育とした,倶試虫数は1L):･験区3-51-,1
体で,!F存3g)RLlU中に庵出された子虫はすべて1
日おきにとって,それぞれ分離別育し,成虫に
適した時点で 型の判別 を した.花山された子
虫は胎生雌此 I,1I卵雌虫,他山の3柿XJlで 払っ
た.
実 験 結 果
1. 有性虫出現と日長との関係
アブラムシの'完全JttT,-環掛 ま,カ.1｢l低軌条(1二
が刺激となって有性虫(I,S'卯榔fl" 紺山)を姥仙
ナ7,.非常主転換仕種のニ Lー･jl1'コソ7プラム
シは, l頭の胎生雌虫がj,.lF･卵雌瓜 雄瓜 胎生雌山の3枚hrL,1-産JAわけることができ/J,
温度 15oCにおけるイ1-lJE_虫出]Rと日長 L_a)例齢 rTab一el.^ および Flg･2,A,Bのとお
りである.
隠岐系統の有性虫梓川仰体は,14日,li間J､1下0)).･7.Fl,n.1'.ryJl左で.T.現した.その>)ち 蹄刑uE
虫産出個体は 13.5叫柑以下の5照明L耳の乍仰体と,14rtJ川IW.:!･.[州互の3仰休で:I;Dった.iJr.
虫産出個佃 上8時JrJLlと9時間の).lTi.R照明区UP)全佃休と12時nrは 13時間の旧｢相互o)各3個
体,それに 13,5IWLnと141紺 照 U)‖*.の/rzTl個体であった.雄山井'1'.個体は推卯雌虫)4'拙.
個体に くらべるとその数が非常に少な く,そのうえr_収 時制が長くなるほど減少する仰向
がみられた.14.5時間以上の兵E川則Jll7Iでは,有性虫JqIZ廿個体はなく, すべて胎/A:雌虫
産出個体であった.
つぎに,推まれてきた手虫のzTtU.q)構成を Fig.2,A,Bにしめす.8-12時HLqの17./･'LI)掛リl
区では,)JL';:卵雌虫が全体の63-87%を占めて般 t,多 く. つ いて緋虫の6.8-31.2%,胎
生雌虫の2.7-6.2%の抑となる,｢l長IL!rJ7肋 ミヤや長い13-14時間033照明区では,胎ノト
雌虫が53.5-86.4%を占め娘も多く,つ いでp-F卵雌山10.9-46.1%,甜_rJ.10.4-6.5%
の順であった.介倣系統は,8時間の柏 El照IjJ収 で も利 Jl三虫はまった く出現せず,すべて
胎'利雄虫であった (Table1,D,Fig,2.A).介炊系統LH引｣帽削.･-u政に反応 しない不'/A;
全'-F.活確型と考えられる.
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TableI.RelalionslipbetweenplOlopc1-Iudandtheappearanceof
vivIParae,OViparaeandmalesat15oC,20ccand25oC.
A(15oC)
Photo-
per10d
Indivi_ Form.of
duaL __PrFsprlng TotEll
No･ 9(Ⅴ)?(0)8
1 2 51 16 69
8L16D 2 2 40 18 60
3 1 52 L1 57
1 6 7
2 0 34
9L15口 3 0 41
4 0 20
5 5 15
?? ? ?
? ???
? ??
? ?
?????????? ???????
13.5LIO.5D
14L10D
period
B(2()oC)
L ~ ~U V J7 0-r申 - ~-
photo- 1ndduLaVli- oFfsprlng_ To[al
No･ ?(Ⅴ)?(o)8
1 0 58 6 64
2 2 35 0 37
8L16口 3 0 24 10 34
4 0 24 15 39
5 0 45 11 56
?
?
? ?
?
?? ?? ?
?? ?? ?
?
?
?
?
??
???? ? ? ?? ? ?
? ?
4O
32
35
45
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??????
?
??
?
???? ???
?? ???? ??
? ?
? ????
?
?
???
? ??
?
?
?
?
?
? ? ? 】
?
??
?
??
?
? ?
? ??
? ?
〜 ? ???? ????
? ?
? ? ???
?
???
?
???
?
? ? ? ? ? ??????
?
??? ????
0 0
0 0
0 0
?? ?? ? ? ?
? T3(15oC)
1 65 0 0 65
15L9D 2 59 0 0 59 8L161)
3 56 0 0 56
1 57 0 0 57
16L8D 2 56 0 0 56
3 43 0 0 43
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Kurashlki
?
?
??
? ??
???
????
? ?? ? ??? ???
?
??
?
?
? ???? ?????
1 33 0 0 33
2 35 0 0 35
3 27 0 0 27
1 39 0 0 39
2 26 0 0 26
3 24 0 0 24
4 33 0 0 3 3
?(Ⅴ)VivIParae 9(0)Ovipal-ae
8Males
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2. 有性虫出現と温度との
関係
温度の膨轡として,一般に
満温は有性虫の出現を抑制す
るといわれている(Kenten
1955).
本種において も,軌度が
25oCになると,8時間の短日
照明条件下でも,有性山の出
現はみられなかった (Tab一e
1,C,Fig.2.A).温健が20oC
の場合には,有性虫は13日WEIL1
以下の短 日照明L/.IでLLi現し
た.産卵雌虫推出個体は8叫
flE'LJP.Q,明区の全個体,および12
時間照明区.の2個体と13時l'u']
照明区の 1個体のみであっ
た.一方,緋虫死出個休は8
nllLij照明区の4個体のLtであ
った (Table1.B).つぎに.
子虫の型の耶戊をもろと,8
時Iil照JUlr二AIでは産卵雌虫80.9
%,枇虫18.3%.胎!E雌虫
0,9%,12時間照HJJ区では胎
1`雌 虫97%,産卵雌ih3%.
13時間照明拓では胎′上-.雌AL99
%,塵卵雌虫1%と/Cっ/二
(Fig.2,C).
3. 産 子 順 序
一速の光周条†′トFにおけ
ら,産まれた子虫の型と順序
との関係は Flg.2.A,ち,C
のとお りである.r:I31岐系統
は,温忙15oC,8-12時間lr.C･.
明Ii.では,ます股初(,二胎fJ_I.雌
虫と産卵雌虫が出札し,-,づ
いて雄虫が出現した.13時
- 1ヽ.1Lづ
[勘 ｡ 小■- ..ド
[二コ＼■川 L--
??
?
? ? ?? ? ?
? ?
? ?
??
?
?
?
?
?
???
?
?
? ?
?
?
?
? ?
?
?
??
?
?
?
?
?
? ?
?? ?
?ー
?
?? ?
? ?
LU コl
l.Tl＼=1川 ('nlk… H Ll.JtJ
ITig.2.RelとtliolShlPbetWccnphotopcrio〔l'lndLhc
nppParanCCOrVivIPaI.W ,OViparaeand llakIS
Elt150C20oCand25oC.( )indicarctsnL川1bぐr
oFこIPhLdstesTed.
問と14相 .'･JのI.l･jJl.17.D)]Jx-.-,てH,緋虫と揮卵価虫のuJ.]f3LJih'tTf･が逆転し, 胎生雌虫のつぎに柾
虫が出現した.温度が20oCにな′J)と,8時間照明L,{Iでは,産卵雌虫は苑子全期馴 こわた
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二_■uL
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tJ･I
って出現するが,雄虫は産子期問の初期の一部と終〕別を除く期r抑こ,また胎生雌虫は藤子
〕鞘洞初湖の後半の一時剃こごく少数しか出現しなかった.12日射lolと13時間の輔1.7.明区で
は,産卵雌虫は産子期間の後半の一部で教頭出現しただけであった.
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考 察
非寄主臆換性種の二七ダイコソ7プラムシは,周年7ブラナ科の地物に寄'Fする.不完
坐/1倍環三郎よ,日本の西南暖地に多く分布し (河tf]･村井 1979),厳塞期でもダイコン,
-クサイ,カブなどの架に寄生し増殖する,完全生活環型は,日本I_4内では寒冷地に多く
分布し,晩秋に有性虫が出配し,祢主植物の薬袋や茎などに産卵する.卵は3月上旬glか
ら酵化し,3月下旬から4月巾旬にかけて幹母成虫が現われ.単性ノ巨柿を統けながら秋ま
で増軒を繰返す (KaWadaandMural1979).
7プラムシの有性虫出現IRT潤 としてn長かL頓 ti:稚;rfuを果していることな Marcovitch
(1923,1924)が A♪hisforbesiWeedで発見Lて以来,多くのアプラムシて有性上目il現
と日長との関係について研究がなされてきた (Bonnemaison1951,Kenten1955,Lees
1960,LambandPointing1972).日長のほか温度,寄主植物の栄養条件,世代数なども
-tJtf生虫の出現要因としてあげられている.しかし,本楯のような非寄主転換性種で,しか
も地上で生活する7ブラムツは,寄主柄物の栄盛射'i･の変化という不安定な要詔よりも,
もっと確架に季節変化の指標と在る日長をよりどころとしてノ｢湘 和を机み立てている公許
が大である.
本楯の隠岐系統は行El低温刺激に反応tて禦姉法.iJTi'1性生殖から有性/It軌に切り替えて
いる.有性虫 (産卵雌虫,雛虫)出別の臨界日長は,温度が15oCの場釦二は14時間と15
時間の間にあるものと考えられる (Fig.3′A,B),産卵雌虫産出個体は緋虫確Hl胴体にく
E､)べると,はるかに多い.また,子虫のiHI/jJ戊をみても,産卵雌虫の占める割合が極めて
高い.日本回内で.ごく蝦近まで産卵雌ALiの存/7r:だけしか欄認されなかったのは,錐虫の
(1現数に原因があるものと,tLJhれる.
温度は日長との関連において,有性虫出現の早晩に関与している.温度が20oCになる
と,副生虫出現の臨界r｢良は短か くなり,産卵雌虫て(･ま13時間と14時間の間にあるものと
推妊される (Fig.3,B).緋虫は12時間の短別照明lj主でも出現しなかった (Fig,3,A).温
度が 25oCになると,8時聞の租Lljl.･'i明区でも有性tJIP 出現はみられず.短El効果はI･.'Lt.L
によって完全に消去されてしまう.このことは,野外において,夏から秋の気温が 25cc
を超えている問は,本riTiの有性虫出現が抑制されることを意味している.アブラムシは.
体内に帥吋機構をねら,4-節の推移をr二J長を測定することにより,lL確に把鵬することが
可腫であるが,脱皮が-一定限度(25oC-2Boc)以上になると,nrJ時機f領土作動しなくな
る.野外における有性虫出現の早晩は.その年の気温 (粕こ8月下旬から9n下旬)に左
右され,秋に気配が急速に侃tTする年には有性虫の出現が早まる.
N-主値物の栄花射牛は,地下で生析する侭アブラムツにとっては大きな意義-を持つが,
本称のような草本椀物に寄生.するjl常-1三転換性範では,いっても新鮮な飼料をとろことが
できるので,あまりFul個とならTJ:い.
短日低温条件下で有性虫が出現するためには,卵から筋化してから一定剃川のE:t数の経
過が必要てあることは Bonnemaison(1951),Lees(1960)によって明らかにされ.前者
は幹母要田,後者は Interval亡imerと称した.
本棟の有性虫が出現する中国地方各地では.卯はふつう3月上旬からF伸 二かけて酵化
し.4月上旬～下旬に幹母成虫となる.この間の自然日長は13時間前後,岐南気配は20oC
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以下である. したがって有性山皿現のr.J一帖性かTl･-(ト.するが,ljl際には60-90日の有性虫
lJj現抑制期間 (河山,未発衰)があるため,この時胤野外で有性山をみることuTJすかし
い.Intervaltimerlこついては, これまで, いくつかの種で柵認されているが (Dixon
1971,山Lj1976,MacKay1977),その作川機構については,まだ解明されていない.
摘 要
二七ダイコン7プラムシの2系統について,有性虫出現に及ぼす日長と温度の膨廿を,
3段階の恒温 (15oC,20oC,25oC)と一越の光周条件 (8-16時間照明)のもとで調査
し,下記の結果が得られた.
1) 隠岐系統は,母出を短日低温処理すると,有性山を産出する.
2) 温度15oCでは,産卵雌虫と雄虫は14時間以下の短日照明区で出現した.
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3) 温度20oCでは,推卵雌虫は 13時間以下の短日条件で出現したが, 雄虫は 8時間
照明区だけで出現した.
4) 温碇 25oC の高温では,頼 1効果が消失し, 8時間の持日照明区でも産卵雌虫と雄
虫は全 く出現せず,すべて胎ノ十雌虫であった,
5) 祉虫の出生率は,鍾卵雌虫の /i-れに く･'ベ ′1'と仇･奉であった.雄虫は温度 15oC,
20oCの 8- 9時lu｣照明区ては産子期IL'lrJの中期に多数出現した,
6) 倉敷系統は,温度 15oC,8時間の低臥短日雌明区においても,有性虫はまったくLH
現せず,すべて胎生雌虫であった.
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TheEfectofPhotoperiodandTemperatureontheProduction
ofSexualFormsofLIpaplu.serusiTniKaltenbach
KazuoKAWAD∧
SuTtmZIry
TheeFfec〔oEpho[operlOdandtemperatLIreOn[heproductionOFse)【ualformsoF
Llbaj)hLSerySlmL(Kaltenbach)wasstudlLId.althree conslanltemperatures(15℃,20oC
and25oC)and{lSerleSOfphotopel-iods(8-16hr).uslng twodiferentcLones,Okiand
KLlraShlki,
IntheOklCLone,bC.YLlalforms(oviparaandmこlc)Wereproducedfrom themotler
aphidskeptundershortphotopel■10dsandalow tempcl■ature. At15oC,01′lParae and
maleswereproducedlnPhotoperiodsshorterthan14hours. At20oC,ovLParaeWere
producedinphotoper10dsshorterthan13hours.
Whenmotheraphidswerekeptatahlgh LerTIPera[ureof25oC.[heelTcctoFthe
shor[pho亡operjod wascancelled;neitherOVLPL-1rae normaleswere produced,even
underan81hourphoLol)e｢10d,onlyvivIParn〔､apPCarlng. Tleblrth-rateofmaleswas
lowerLhanthatofovIParae.Manylnaleswereproducedatthem上ddleofthemother's
reproductiveperlOdin8-to9-hourpl10tOPeriodsaH 58Cand20oC.
IntheKIlnShlkLClole,nOSexualforms Were Produced at15oC,even in short
photopertods(8hl).
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